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発表内容の 

関係地域 

 全県  岩国  柳井  周南  山口  防府  宇部  山陽小野田 

 下関  長門  萩  首都圏 

 

◆件 名 

平成２６年度山口県立大学サテライトカレッジの開催及び受講者募集について 

－ 関係市町との共催事業 － 

 

◆内 容 

件   名 講座タイトル 備   考 

周南サテライトカレッジ 

不安解消！ 

元気アップ講座  

・法制度との上手な付き合い方 

・できるだけ長く自立した日常生活

を送るために 

・人と人とのつながりとは  

～高齢者の犯罪を通じて見えるも

の～ 

・語り場  

～「老後の不安・・・何が不安？」 

・平成２６年５月２０日（火） 

～６月１７日（火）全４回 

・会 場：周南市徳山保健センター 

・受講料：１，５００円（全４回分） 

・詳 細：別添チラシのとおり 

岩国市玖珂サテライトカレッジ 

 異文化との出会い！ 

 魅力再発見講座 

 

・わかりあうには時間がかかる 

・インドと日本 

 ～繋がる世界～ 

・中国の祭日の復活 

 ～「伝統」の現代的意味を考える 

・世界の貧困問題 

 ～国際協力の理論と実践～ 

・平成２６年５月２４日（土） 

～９月１３日（土）全４回 

・会 場：岩国市玖珂総合センター 

・受講料：１，５００円（全４回分） 

・詳 細：別添チラシのとおり 

宇部サテライトカレッジ 

 地域の文化を掘り起こそう！ 

 ～みる・しる・きく～ 

 

 

 

・地域と世界の双方向的な日本語教

育とは 

・想像と創造 

・山口県内の図書館史から今後の図

書館を展望する 

・地域を元気にするデザイン 

・平成２６年５月３１日（土） 

     ～６月２１日（土）全４回 

・会 場：宇部市学びの森くすのき 

・受講料：１，５００円（全４回分） 

・詳 細：別添チラシのとおり 

 

◆ 問合せ先 

山口県立大学附属地域共生センター 

共生教育部門  ☎・Fax ０８３－９２８－３４９５ 

  〒７５３－８５０２ 山口市桜畠３丁目２－１ 



 
  

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 
 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

５５月月２２００日日((火火))～～６６月月１１７７日日((火火)) 
１１００：：００００～～１１１１：：３３００(全４回) 

 

  

場  所 ： 周南市徳山保健センター (TEL：0834-22-8550) 

定  員 ： ４０名（申し込み順）  
 

対 象 ： どなたでも 
 

 

 

 
 

 

申込期間：４月２１日(火)～５月１４日(水)（定員になり次第受付を終了します） 

「法制度との上手な付き合い方」 
 

安心して毎日暮らすために、身近な法制度につい

てお話しします。法制度と上手に付き合い、心安ら

かに生活しましょう。 
 

 
 

講師）社会福祉学部准教授 薮本知二 

「できるだけ長く自立をした日常生活

を送るために」 
 

いつまでも元気で健康に過ごすために、今から準

備を始めませんか？自立した日常生活を送るため

に、どうすればよいのかについてお話しします。 
 

講師）看護栄養学部教授 田中マキ子 

②②  ５５月月３３００日日((金金))  講  座 

「人と人とのつながりとは ～高齢者の

犯罪を通じて見えるもの～」 
 

高齢者による犯罪行為がメディアで取り上げら

れることが増えています。今回は、高齢化社会と犯

罪を題材にして、地域づくりについて考えてみまし

ょう。 

講師）社会福祉学部准教授 水藤昌彦 

 
 

 

受講料 

 1,500 円 

語り場「老後の不安・・・何が不安？」 
 

 

老後について、不安に思っていることをみんなで話

し合いましょう 
 

 

講師）社会福祉学部准教授 水藤昌彦 

 

※当日までに定員に満たない場合は、当日受付あり。 

①①    ５５月月２２００日日((火火))  講  座 

③③  ６６月月１１００日日((火火))  講  座 ④④  ６６月月１１７７日日((火火))  講  座 

平成２６年度 山口県立大学周南サテライトカレッジ 
共催 : 周南市教育委員会 

 

※内容は一部変更になる場合がございます。最新の情報は、ホームページで告知させていただきますので、予めご了承ください。 

■お申込み・お問合せ先 
 

周南市生涯学習センター中央公民館（〒745－0071岐山通 1-4 ） 

                           Ｆ Ａ Ｘ：0834-22-8816 
  電話/                    Ｅメール：chuo-ko@city.shunan.lg.jp ０８３４-２２-８６９０ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成２６年度 山口県立大学岩国市玖珂サテライトカレッジ 

 

日  時 ： ５月２４日(土)～９月１３日(土) １３:３０～１５:００（全４回） 

場  所 ： 玖珂総合センター２階大会議室（岩国市玖珂町４９６１番地） 

定  員 ： ５０名（申し込み順） 

申込方法 ： はがき･ＦＡＸ・Ｅメールで、①氏名（ふりがな） ②住所 ③電話番号 を 

下記の宛先までお知らせください。 申込期間 ４月２１日(月)～５月９日(金)  

  

         〒742-0326 岩国市玖珂町４９６１番地 

         岩国市教育委員会玖珂支所「サテライトカレッジ申込み」係 

           FAX ：０８２７－８２－５４４７ 

           E ﾒｰﾙ：kyoui-gs@city.iwakuni.lg.jp 

 

問い合わせ： 岩国市教育委員会玖珂支所  

電話：０８２７－８２－５４４５ 

       山口県立大学付属地域共生センター 

             電話：０８３－９２８－３４９５ 

<主催> 山口県立大学 <共催> 岩国市教育委員会玖珂支所・玖珂公民館 

<後援> 玖珂町文化協会・玖珂まち生涯大学 

 

 

 

 

ｹｰﾀｲはこちらから 

インドと日本 

 ～繋がる世界～ 

   国際文化学部 教授 鈴木 隆泰 

世界の貧困問題 

 ～国際協力の理論と実践～ 

   国際文化学部 准教授 進藤 優子 

 インドと日本は遠く離れていますが、実ははるか昔から

ずっと繋がっていたのです。受講者にはこの繋がりを「再

発見」したうえで、さらに深い繋がりを構築していくため

の<きっかけ>を作ってもらいたいと考えています。 

わかりあうには時間がかかる 

 

   国際文化学部 教授 井竿 富雄 

 相互理解の重要性がよく指摘されます。そのために語学

や知識を得ることが重要視されます。ただし、それだけで

十分でしょうか。「わかること」が「わかりあうこと」へ

とつながる道を少しでも考えてみたいと思っています。  

中国の祭日の復活 

 ～「伝統」の現代的意味を考える 

   国際文化学部 准教授 張 玉玲 

 ２０００年以降、中国政府は一連の法律を作り、それま

で禁止されてきた民間伝説や芸能、年中行事などの無形文

化財を次から次と保護する対象としていった。その背景と

ねらいは？七夕を例に、伝統が持つ今日的意義を探りま

す。 

 

 現在世界の１２億人以上の人々が貧困といわれています。

なぜ貧困が存在するのでしょうか。貧困を撲滅するために、

国際協力はどのような役割を果たしているのでしょうか。貧

困の原因と国際協力の必要性を理論的に考察し、わたしたち

が実践できる活動について検討していきましょう。 

受講通知は講座開

始の約１週間前まで

に各自へ「はがき」で

お知らせします。 

mailto:kyoui-gs@city.iwakuni.lg.jp


平成 26年度  山口県立大学  宇部サテライトカレッジ　〈受講者募集〉

～みる・しる・きく～
　日　程　 平成 26年 5月 31日 (土 )・６月 7日 (土 )・６月 14日 (土 )・６月 21日 (土 )
　会　場　 宇部市学びの森くすのき　市民交流室
　　　　　　(〒757-0216　宇部市大字船木 361 番地 6）

日　時 講　師講座内容

〈第 1回〉

5月 31日 (土 )
13:30 ～ 15:00

〈第 3回〉

６月 14日 (土 )
13:30 ～ 15:00

〈第 4回〉

６月 21日 (土 )
13:30 ～ 15:00

地域と世界の双方向的な日本語教育とは　
●山口という地域の大学で、地に足がついた日本語教育として何ができるか

　を研究しており、その一部をグローバルな視点から考えます。

●留学生から見た山口と日本人学生が紹介したい山口を日本語教育と結びつ

　けて、大学教育に留まらない地域社会の身近なこととどう関連するのか、

　そこから私たちは何ができるのかを考えてみましょう。

●定　　員　60人
●受  講  料　1,500円（全 4回分）
●受講方法　原則全講座受講としますが、部分受講も可能です。全講座を受講された方には修了証を授与します。
●申込方法　電話、FAX またはメールで、住所・氏名・電話番号を下記の宛先までお知らせください。

　　　　　　〒757-0216　宇部市大字船木361番地6 
　　　　　宇部市教育委員会学びの森くすのき・地域文化交流課
　　　　　　TEL：0836-67-1277　FAX：0836-67-0691
　　　　　ﾒｰﾙ：manabinomori-kusu@city.ube.yamaguchi.jp
●申込締切　平成 26年5月20日（火）
●受講通知　講座開始の約１週間前までに、各自へお知らせします。

〈主 催〉山口県立大学　〈共 催〉宇部市教育委員会

〈第 2回〉

６月　7日 (土 )
13:30 ～ 15:00

想像と創造　
●今、社会においては「新しいこと」を考え出す人が求められています。　

　この講義では、地域文化の創造や生活の質の向上等に活用することができ

　る「そうぞう」についてお話します。

山口県内の図書館史から今後の図書館を展望する
●児童サービスは、明治 36 年に公共図書館として全国で初めて山口県で実施

　され、現在に引き継がれています。県内の図書館の歴史をひもときながら、

　これからの図書館を考えてみましょう。

地域を元気にするデザイン
●宇部市や山口市など、地域の方と関わりながら制作してきたモノ・コトを
　事例に、デザインの面白さや楽しさについてお話します。

山口県立大学
国際文化学部
准教授

古別府 ひづる

山口県立大学
国際文化学部
教授

小南 英昭

山口県立大学
国際文化学部
教授

安光 裕子

山口県立大学
国際文化学部
准教授
小橋 圭介
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